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  目目目目    次次次次      全体評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ２    項目別評価及び価値目標項目別評価     Ⅰ 地域貢献       教育   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５        研究   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０         診療   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４    Ⅱ 教育 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７    Ⅲ 研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２    Ⅳ  診療  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６    Ⅴ  法人運営 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１   公立大学法人奈良県立医科大学（以下「法人」という。）は、平成１９年４月に公立大学法人化し、令和２年度は法人化１４年目、第３期中期目標期間（令和元年度から６年度まで）の２年度目の評価に当たる。 第３期中期目標では、第２期中期目標の成果や課題を踏まえて体系を見直し、「地域貢献」、「教育」、「研究」、「診療」、「法人運営」の５つの柱立てのもと価値目標を掲げ、それぞれに具体的な実現目標を定めている。  奈良県公立大学法人奈良県立医科大学評価委員会は、地方独立行政法人法第７８条の２の規定により、法人の令和２年度の業務の実績について、「公立大学法人奈良県立医科大学の各事業年度の業務の実績に関する評価に係る実施要領」に基づき、評価を行った。なお、実施要領の概要は以下のとおりである。  【令和２年度評価】 「全体評価」   全体評価は、価値目標項目別評価及び項目別評価を踏まえつつ、法人の中期計画の進捗状況全体について、記述式により評価を行う。  「項目別評価」   価値目標項目別評価を踏まえ、項目別に進捗状況・成果を下記の５段階で評定する。    Ⅴ 中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行状況にある   Ⅳ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる   Ⅲ 中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる   Ⅱ 中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている    Ⅰ 中期目標・中期計画の達成のためには重大な改善事項がある  「価値目標項目別評価」    業務実績等報告書の検証を踏まえ、価値目標項目別に進捗状況・成果を下記の５段階で評定する。 Ｓ 価値目標の達成に向けて特筆すべき進行状況にある Ａ 価値目標の達成に向けて順調に進んでいる Ｂ 価値目標の達成に向けておおむね順調に進んでいる Ｃ 価値目標の達成のためにはやや遅れている Ｄ 価値目標の達成のためには重大な改善事項がある  なお、令和２年度の業務実績にかかる評価については、前年度と同様、実施要領に基づく評価基準により価値目標項目別評価及び項目別評価を行ったうえで、全体評価として、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関する法人の貢献を考慮した。 
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全体評価全体評価全体評価全体評価                                                                                                                                                                                                                        法人では、医師の偏在・散在の解消や看護師の質の向上、県民への研究成果の還元、地域の医療機関との連携の推進による救急医療体制の強化、医師と患者双方の視点を織り交ぜた実践的な教育、民間企業や他大学との共同研究、働き方改革などに取り組むとともに、中期計画の全ての項目について、定期的に進捗状況を把握し、進捗管理を行うなど、中期計画・年度計画実現のために意欲的に取り組んだ。 また、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、計画どおり実施ができなかった取組がある一方で、新型コロナウイルス感染症患者を重点的に受け入れる重点医療機関として、多数の専用病床の確保、重症患者の受入をはじめ、他の医療機関や福祉施設への感染防止対策の助言・指導など、新型コロナウイルス感染症対策に関して多大な貢献をした。      令和２令和２令和２令和２年度評価年度評価年度評価年度評価    令和２年度の業務実績の中で注目される取組として、以下の点などがあげられる。 ◇ へき地の医療機関や特定の診療科等に従事する医師の養成・確保を目的として、奈良県が修学資金の貸与を行った学生である県費奨学生の義務履行の理解促進のため、個別面談を適宜実施し、学習支援やキャリア形成をサポートした。  ◇ 各所属の師長による所属看護師への意向調査及び看護部の各部署へ特定行為研修ポスターの配布・掲示による情報提供により、特定行為研修の（急性期コース）４名、（在宅コース）１名、専門看護師２名の志望者を発掘した。  ◇ 各市町村の健康づくり推進協議会等に参画し、「健康増進計画」の立案、見える化や評価について助言を行った。  ◇ 附属病院救急科主催で奈良県救急搬送及び医療連携協議会の「搬送に関する部会」を書面により開催し、搬送に関する基準について検討するなどした結果、中南和地域における重症以上の傷病者搬送事案において医療機関に受入の照会を行った回数４回以上の割合が  １．９４％と目標を大幅に下回った。  ◇ 新たにＤＭＡＴ隊員を養成するため、附属病院の職員３名(業務調整員１名、看護師２名)が厚生労働省主催のＤＭＡＴ隊員養成研修を受講し、１チーム増加（令和元年度から累計３チーム）した。（※）ＤＭＡＴ：Disaster Medical Assistance Team（災害派遣医療チーム）  ◇ 臨床医学教育における様々な課題を検討するため、各講座（部門）で中心となってコーディ ネートする教員をそれぞれ１名選出し、医学部長が任命を行う「教育主任」制度を創設した。  ◇ 法人の研究支援体制を強化するため、研究の入口段階から出口段階までを包括支援する先端医学研究支援機構を新設し、その構成として医学研究支援センター、産学官連携推進センターに加え、研究力向上支援センターを新設した。  ◇ 奈良先端科学技術大学院大学との共同研究を発展させるため、共同研究助成を行うとともに、学内連携活性化委員会において、より良い連携が進むよう検討を行った。また、令和 元年度及び令和２年度分の共同研究助成者の成果発表を２回実施し、進捗の確認を行った。  ◇ 新型コロナウイルス感染防止等のため、患者のスマートフォン等でＱＲコードを読みとることで、院外、院内を問わず、どこで待っていても会計や調剤の進捗状況が確認できるシステムの運用を開始した。  ◇ 新型コロナウイルス感染症拡大で来院に不安を感じる外来患者に対応するため、再診患者に対し、電話診療の導入を行った。  ◇ 出産関連の手当を申請する職員に対し制度の周知を行い、男性職員の育児休業取得率は昨年度の５.７％から１３.９％に増加した。     
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 ◇ 各職種別ワーキンググループにおいて業務見直し及び勤務形態の再検討に向けた取組を開始した。また、病院の働き方改革プロジェクトにおいて年次有給休暇取得に向けた取組を実施した。  ◇ 超過勤務命令の法令上限および３６協定の遵守徹底等を含めた勤務時間管理の適正化について、各所属長に対し通知するなどの取組により、看護師・医療技術職・事務職の超過勤務時間数が縮減した。  ◇ 看護職ワーキンググループにおいて業務見直しに向けた取組みを実施するなどの結果、看護師離職率は全国平均と比べ４.２％低かった。   一方、課題について、以下の点などがあげられる。 
 看護学科卒業生の保健師県内就業者数は第３期期間平均４名となり、目標（平均６名）を達成できなかった。  
 糖尿病専門医の育成に関しては、令和２年度受験予定であった医師がライフイベントによる休職により、受験が１年延期となった。  
 Post-CC OSCE（※）については、新型コロナウイルスの感染症拡大に伴い、本試験を中止とした。 （※）Post-CC OSCE（OSCE:Objective Structured Clinical Examination）： 臨床実習終了後（６年生時）に実施する客観的臨床能力試験  
 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、リサーチ・クラークシップ（※）をはじめとした国内外の施設での研修及び臨床実習等を中止した。 （※）リサーチ・クラークシップ：医学科２年を対象として約１０週間、海外の大学や研 究機関の研究に参加するプログラム  
 認定看護師の資格取得者は令和元年度から３名増加の累計４名となり、目標（令和元年からの累積６名増加）を達成できなかった。   これらの取組を含めて、公立大学法人奈良県立医科大学の令和２年度計画のすべての業務実績について、「公立大学法人奈良県立医科大学の各事業年度の業務の実績に関する評価に係る実施要領」に基づき評価した結果、中期目標で掲げる７項目中（Ⅰ.地域貢献<教育>、Ⅰ.地域貢献<研究>、Ⅰ.地域貢献<診療>、Ⅱ.教育、Ⅲ.研究、Ⅳ.診療、Ⅴ.法人運営）の「Ⅰ.地域貢献<研究>」及び「Ⅲ.研究」については「中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行状況にある」、「Ⅰ.地域貢献<診療>」及び「Ⅴ.法人運営」については「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる」、その他の項目については「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる」と評定し、年度計画で定めた事業を順調に実施していると判断した。   【項目別評価】 Ⅴ.中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行状況にある Ⅳ.中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる Ⅲ.中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる Ⅱ.中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている  Ⅰ.中期目標・中期計画の達成のためには重大な改善事項がある  ※新型コロナウイルス感染症拡大により、特に実習等の対面での取組 を想定していた「地域貢献（教育）」や「教育」を中心に負の影響 があったが、予め定めた評価体系で評価したものである。したがっ て、新型コロナウイルス感染症対応における法人の貢献は、左記の 評価に反映されていない。 
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  以上のほか、新型コロナウイルス感染症に対応した取組として、以下の点などがあげられる。   ○ 組織組織組織組織体制の整備：体制の整備：体制の整備：体制の整備：    新型コロナウイルス感染症への対応のため、情報の収集と発信の一本化、指揮命令系統の確立を図り、簡潔な議論と迅速な決定を行うことを目的として、理事長を本部長とする新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、組織体制を整備した。  ○ 診療（附属病院）における対応：診療（附属病院）における対応：診療（附属病院）における対応：診療（附属病院）における対応：    県の要請を受け、令和２年４月から新型コロナウイルス感染症受入専用病床を感染状況に応じて確保しており、現在も患者を受け入れている。県内の感染者数等の状況に応じて最大１５０床を新型コロナウイルス感染症専用病床として確保した。  また、上記受入体制を確保するため、一般病床の運用・手術枠を縮小し、入院患者の受入を抑制（最大５０％まで病床運用を抑制）するとともに、初診患者の受入停止、逆紹介や電話診療の推進等により外来患者も抑制した。その他、ＰＣＲ検査を実施するための医師・看護師等を派遣するなど、県内のＰＣＲ検査体制の運営に貢献したほか、院内感染防止のため、専用病室の陰圧化などの工事の実施、入館者の発熱トリアージの実施、面会の制限の強化などを実施した。  ○ 研究部門における取組：研究部門における取組：研究部門における取組：研究部門における取組：    新型コロナウイルス感染症の感染ルート遮断対策として、３密（密閉、密集、密接）の回避だけでは不十分であると考え、「３つの感染ルート（接触、飛沫、エアロゾル）の遮断」を重視して取り組むことを基本方針とし、感染対策の無料相談等を実施した。 また、最先端の研究成果として、世界で初めて、オゾン、柿渋、光触媒及びお茶による新型コロナウイルスの不活化を確認した。柿渋については、研究成果の製品化共同開発企業の公募を行い、複数の企業と共同開発を行った。 さらに、新型コロナウイルス感染が疑われる発熱患者を一般患者と分離して検査や診察を行うことのできる、迅速に病院構内等に設置可能な、プレハブ型の「ＭＢＴ感染症外来ユニット」を提案し、全国の病院や自治体に紹介するとともに、奈良県西和医療センターや奈良市医師会の発熱外来に導入された。  ○ 教育部門における取組：教育部門における取組：教育部門における取組：教育部門における取組：    授業については、令和２年４月より、学生の来学禁止、対面授業の停止を実施した。同年５月からは、教務事務システム等を活用した遠隔授業を実施した。同年６月以降は、分散型による対面授業の再開（対面授業と遠隔授業の併用）、学生実習・病院見学の段階的再開を行った。 また、学生に対して、遠隔授業支援奨学金の給付、パソコンの貸与等を実施するとともに、学生支援委員によるチャット機能を活用したオンラインでの学生支援を実施した。   以上のように、当初の計画に予定のない取組を行い、県民を守る「最終ディフェンスライン」として多大な貢献をしたことに加え、こうした状況下にもかかわらず、年次有給休暇の取得や超過勤務時間の縮減等を行い、働き方改革を推進した点や共同研究を初めとした研究件数を伸ばした点、繰越欠損金の縮減を実現した点なども踏まえると、公立大学法人奈良県立医科大学の令和２年度の業務実績については、中期目標・中期計画の達成に関して、全体として順調に進んでいると認められる。 また、今回、新型コロナウイルス感染症の対応により得られた経験や知見については、教育・研究・診療の各分野の今後の取組に寄与させるよう尽力されたい。 
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅰ．地域貢献〈教育〉  １．医師・看護師・保健師の県内定着  ２．医師の偏在・散在の解消  ３．看護師の質の向上  【項目別評価】 目標項目 地域に貢献する医療人の確保と質の向上    評価 ⅢⅢⅢⅢ    中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでい中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでい中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでい中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいるるるる     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 
1 医師・看護師・保健師の県内定着  県内で質の高い医療を効率的に提供する体制を構築するため、医師を養成・確保 

 県内の看護師等学校養成所を卒業して県外で就業した者が、県外の看護師等学校養成所を卒業して県内で就業する者を上回っている中、地域医療体制を支える看護師を確保 
 健康寿命日本一を目指す上で、保健指導の中心的役割を果たす保健師を確保 CCCC

※※※※    
2 医師の偏在・散在の解消 奈良県の医師数は全国平均を上回ったが、診療科では全国平均を下回る科もある（偏在）ことや、中規模病院が多く、病院当たりの医師数が少ないこと（散在）の是正が必要 AAAA    

3 看護師の質の向上 看護職員の役割が拡大する中、専門的な知識と技術に裏付けられた高い看護水準を担保するため、専門看護師や特定行為研修修了者等、高いスキルを持つ看護職員を養成。また、住み慣れた自宅での療養ニーズに対応するため、訪問看護師の質を向上 AAAA     ※「健康寿命日本一を目指す上で、保健指導の中心的役割を果たす保健師を確保」にかかる取 組として、一泊二日の「へき地体験実習」を予定していたが、中止となるなど、新型コロナ ウイルス感染症拡大の影響を大きく受けた。  注目される取組  価値目標２   「医師の偏在・散在の解消」 中期計画 「県及び各関係機関との連携のもと、県費奨学生のキャリアパス形成を支援し、地域医療に貢献する医師を育成するとともに地域の医療機関からの派遣要請等を精査し、適正な医師派遣を実施」  令和２年度計画 ・医局、関連病院及び県と連携・調整して情報交換及び関連病院に対する医師派遣システムの運用説明などを実施するとともに、医師配置の一元的な運営体制の構築を検討する。 ・県内に従事する医療人を育成するために緊急医師確保枠、医師確保枠奨学生に対する交流会・臨床研修病院見学バスツアー・奨学生総会・全奨学生面談等を継続的に実施する。  
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    ・イベントを活用して先輩医師からのキャリアパスに関する情報が得られる機会を設定し、県費奨学生のキャリア形成を支援する。 ・離脱対策として新入生保護者説明会と奨学生総会を開催し、奨学生及び保護者への制度の主旨の理解の浸透を図る。  令和２年度取組 ◇ 県との連携は、新型コロナウイルス感染防止のため週１回のＷｅｂ会議の実施で、業務の調整をした。 ◇ 医局・関連病院の訪問は、４診療科医局を訪問し、県内配置医師の充足状況の聞き取りや、県費奨学生医師制度等の説明を行った。さらに特定専攻課程の選択者（総合内科・児童精神）への勤務先訪問を行い、計１０名の診療状況をサイトビジットで確認した。関連病院訪問は３施設に訪問を実施し医師の充足状況、ニーズ等を聞き取り、結果を整理したうえで県と情報を共有した。 ◇ 県費奨学生面談（一部Ｗｅｂ開催)は、卒業生、留年者も含めた全学年８０名、他大学奨学生２名に実施した。 ◇ 新入生においては、新入生ミーティングを実施し、医療人・県費奨学生としての意識強化と不安緩和に繋げた。奨学生定期総会は、Ｗｅｂ開催で行った。参加人数は、４７名であり（保護者１８名、学生１４名、発表者含む関係者１５名）、中でも研修医からのトークセッションに高い評価が得られ、学生のキャリア形成支援に繋がる機会となった。 ◇ 例年開催の臨床研修病院見学バスツアー・交流会に関しては、紹介動画の作成や少人数見学などの代替案を検討したが、新型コロナウイルス感染対策に配慮して中止した。次年度では関連施設の協力体制を確認のうえ、ツアーの小規模開催の可否について検討を進める。 ◇ 定期的なランチミーティング等のイベントは新型コロナウイルス感染症の影響を受け中止したため、先輩医師からのキャリア形成支援の機会は減少したが、医師国家試験不合格者１名と進路決定に不安のある研修医３名に対し、個別面談と入局を希望する医局の訪問を行った。 ◇ 機関誌「Glocal」を３回発刊し、学生間の近況や施設紹介等を掲載し、県費奨学生・県費奨学生医師と県内７５病院、１６へき地診療所と全保護者に郵送した。 ◇ 離脱対策として、新入生ミーティングを実施し、県費奨学生としての自覚等について説明した。その他の学年や県費奨学生研修医については個別面談を適宜実施し、学習支援やキャリア形成をサポートするなど、離脱防止に繋げている。 ◇ 奨学生総会については上記のとおりであり、保護者の主な関心は、コロナ禍での授業の実際と医師資格取得後のことであったため、総会では入学からの大学生活、卒業後に医師として義務期間を終えるまでの制度の主旨を説明し、奨学生と保護者への理解の浸透を図った。   価値目標３   「看護師の質の向上」 中期計画 「特定行為研修を修了した看護師・専門看護師を増やすとともに、看護職員の教育・研修プログラム を充実させることにより地域の看護師の能力を向上」  令和２年度計画  ・特定行為研修（在宅コース）を修了した看護師数を増加させるため、情報提供を行う。 ・看護職員の専門知識及び能力養成のための研修プログラムを充実させる。 令和２年度取組 ◇ 各所属の師長による所属看護師への意向調査及び看護部の各部署へ特定行為研修ポスターの配布・掲示による情報提供により、特定行為研修の（急性期コース）４名、（在宅コース）１名、専門看護師２名の志望者を発掘した。  



 

  - 7 - 

 課題  中期計画 「奈良県及び奈良県内の医療機関の魅力を伝えるための取り組みを推進」  令和２年度計画  ・県内の地域医療に対する意識を涵養するため、令和元年度に実施した「奈良学」の授業評価を踏まえ、カリキュラムをブラッシュアップする。 ・早期体験実習（early exposure）の実施案を作成するため、他大学の実施内容を調査するとともに、受け入れ病院の確保を県の支援を受けながら進める。 ・臨床医学教育課程で引き続き在宅医療学の講義及び臨床実習を実施する。 令和２年度取組 ◇令和元年度のアンケート結果を踏まえ、講義担当講師の変更や成果発表方法変更によるアクテ ィブラーニングの充実などカリキュラムの見直しを実施するとともに、コロナ禍の中で病院見 学をオンラインで実施した。学生アンケートの結果は、９０％以上が「満足できた」と回答 し、４３％の学生が「将来、奈良県の地域医療に関わりたいと思う」と回答した。 （令和元年度：１１.６％） ◇医学部を有する全大学に対して、実施状況に関するアンケート調査を実施するとともに、令和 ３年度から実施するための実施概要の検討を行った。 ◇臨床医学教育課程で在宅医療学の講義及び臨床実習を引き続き実施した。 ◆医学科卒業生の県内就業者率は第３期期間平均５６．９％となり、目標（平均６０％）を達 成できなかった。   中期計画 「県内医療需給の動向に関する地域医療対策協議会の検討を踏まえ、地域枠定員数の調整を検討」  令和２年度計画  ・医学科学生の初期臨床研修の地域定着率を把握するため、地域医療学講座、臨床研修センター、県費奨学生配置センター、同窓会等の協力を得て進路の追跡方法と入試区分と進路の関係についての分析方法を検討する。 令和２年度取組 ◆出身高校所在地と現在の勤務地との関係性を調査したところ、所在地と勤務地に関係性がある との結果が得られたが、出身地及び卒後すぐの勤務先(進路)の把握ができなかった。そのた め、地域医療学講座及び関係部署とともに、卒後２年まで進路を追跡し、出身地及び出身校と 進路との関連性の分析を行う予定であったが、実施できなかった。       

 ◇ 特定行為研修に関する情報を提供するため、修了者の活動を紹介する動画を作成し、オンデマンド配信することを検討した。 ◇ キャリア開発ラダーのレベル別研修にｅラーニングシステムを導入し、自己研鑽の積みやすい環境を整えた。 ◇ 地域貢献事業として、がん看護専門看護師によるがん看護研修「明日から使える症状マネジメント」を開催し、２０名（うち院外７名）の参加があった。  
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 中期計画 「保健師課程履修学生の県内就業者を確保するため、県・市町村との連携のもと、県内保健師として就業する意欲を向上させるような、講義、実習を充実」  令和２年度計画  ・保健師課程選抜試験の志願時から、学生の将来の希望を把握する。 ・へき地の実情や行政活動の課題等を理解するため、実際にへき地を訪れて実習する「へき地体験実習」を引き続き実施する。 ・「奈良県公衆衛生看護学実習調整会議」において、県内保健師の地域別の需給を明確にするとともに、公衆衛生看護学実習内容の充実を図る。 令和２年度取組 ◇志望動機および卒業後の進路希望について記載する書式の志願書を用いて令和３年度保健師課 程履修学生選抜を実施した。 ◇令和２年度に予定されていた会議がオンライン実施やメール開催に変更となったが、提供され た資料に基づき教務委員会において保健師人材確保の現状や問題点の共有を行った。 ◆一泊二日の「へき地体験実習」を予定していたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響 により、実習中止となった。 ◆看護学科卒業生の保健師県内就業者数は第３期期間平均４名となり、目標（平均６名）を達成 できなかった。    （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標実現目標実現目標実現目標の実績についての実績についての実績についての実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋  １．医師・看護師・保健師の県内定着 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 県内で臨床研修を行う医大卒医の県内基幹病院における専攻医登録率の確保 目標 第３期期間平均 ８０％ 実績 ８８．１％ ８６．０％ （単年度実績：８３．８％）      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 医学科卒業生の県内就業率の確保 目標 第３期期間平均 ６０％ 実績 ５６．７％ ５６．９％ （単年度実績：５７．１％）      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 看護学科卒業生の県内就業率の確保 目標 第３期期間平均 ６５％ 実績 ６８．０％ ６６．５％ （単年度実績：６５．０％）      
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 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 看護学科卒業生の保健師県内就業者数の増加 目標 第３期期間平均 ６人 実績 ６人 ４人 （単年度実績：２人）       ２．医師の偏在・散在の解消 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 県立医大医師派遣センター等を通じた地域の医療機関への配置医師数の増加 目標 ７人 １４人 ２４人 ３６人 ４９人 ５６人※ 実績 １６人 ３３人     ※ 第３期期間累計  項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 医師が不足するへき地や診療科、診療分野に従事する医師数の増加 目標 ４１人 ５６人 ６６人 ８８人 １００人 １０５人※ 実績 ４２人 ５８人     ※ 第３期期間累計   ３．看護師の質の向上 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 特定行為研修（急性期コース）を修了した看護師数の増加 目標 ３人 ６人 ９人 １２人 １５人 １８人※ 実績 ４人 ７人     ※ 第３期期間累計 
    項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 専門看護師数の増加 目標 － １人 － ２人 － ３人※ 実績 １人 １人     ※ 第３期期間累計 
    項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 特定行為研修（在宅コース）を修了した看護師数の増加 目標 ６人 １２人 １８人 ２４人 ３０人 ３６人※ 実績 ８人 １７人     ※ 第３期期間累計 
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅰ．地域貢献〈研究〉  ４．地域に根ざし地域と歩む研究の推進  【項目別評価】 目標項目 県民の健康増進への貢献    評価 ⅤⅤⅤⅤ    中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行状況にある状況にある状況にある状況にある     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 4 地域に根ざし地域と歩む研究の推進 奈良県の医療・保健・福祉に関する諸課題を解決するため、県と連携して研究に取り組み、その成果を県民に還元 SSSS     注目される取組  価値目標４   「地域に根ざし地域と歩む研究の推進」 中期計画 「市町村や県が実施する健康増進事業への協力・連携及び実践的研究を実施」  令和２年度計画  ・市町村の「健康増進計画」の立案や見える化について助言する。 ・市町村が実施する介護保険等の調査を支援し、エビデンスに基づく事業計画等の立案と実行について助言する。 ・県が実施する生活習慣等の調査や事業実績に基づく施策作りを支援する。 ・医療保険者が実施する健康・医療・介護データの利活用の推進を支援する。 ・センターが支援してきた市町村の調査結果や公的統計のデータの分析を進め、研究成果として情報発信する。 ・センターの新規利用を県・市町村に働きかけ、令和２年度の新規件数を５件にする。 令和２年度取組 ◇ 下記市町村の健康づくり推進協議会等に参画し、「健康増進計画」の立案、見える化や評価について助言した。 御所市健康づくり協議会、香芝市健康づくり推進協議会、王寺町健康づくり推進協議会、 川西町健康づくり推進協議会、香芝市歯科保健事業推進協議会、東吉野村 ◇ 下記市町村の介護保険等の委員会に参画し、それぞれの計画等の立案、評価について助言した。 橿原市の介護保険事業計画等策定委員会および介護保険事業計画等協議会、香芝市の介護保  険事業計画等策定委員会、田原本町障害者計画等策定委員会、田原本町地域福祉計画・地域  福祉活動計画中間評価会議、田原本町健康運動教室実行委員会、御所市データヘルス計画中 間評価検討会 特に、香芝市と共同研究を行った介護保険・高齢者福祉に関する意向調査に基づいた介護保険計画の評価と見える化について助言を行った。       
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 ◇ 県の２つの課・室の施策づくりを支援した。 
 平成２８年度奈良県県民健康食生活実態調査（県健康推進課）の再分析を行い、地域の実態に即した精度の高い市町村別評価方法を提案するとともに、再分析結果の報告書は県から市町村に配布され、中和保健所の管内市町村食育担当者会議において報告書の概要講演を行った。 
 南和地域における健康長寿の取組（県地域包括ケア推進室）に対し課題や説明資料作成に関する助言・指導を行うとともに、南和地域の行政担当者会議に出席し助言を行った。 ◇ 下記団体の健康・医療データの利活用への助言・支援を行った。 
 県医療保険課：県の国保医療レセプト、介護保険、特定健診結果のデータ分析 
 県医療保険課：奈良県・市町村長サミットの資料作成等への助言 
 協会けんぽ奈良支部：健康・医療データを利用した学会発表支援  
 後期高齢者医療広域連合：健康・医療データの利活用に関する助言 ◇ 下記のとおり研究成果の情報発信を行った。 
 香芝市との共同研究のデータ分析を進め、日本疫学会で発表するとともに、学術誌であるPLOS ONEおよび QOL Researchに論文を公表 
 国民生活基礎調査の集計表を活用した成人喫煙率の経年変化や都道府県比較を行い、「厚生の指標」９月号で論文を発表 
 国民生活基礎調査の匿名データについては、喫煙と心の健康との関連を分析し、日本公衆衛生学会総会で発表するとともに、Harm Reduction Journalに論文を公表  
 センター活動の中で行ってきた健康長寿研究について、日本公衆衛生学会奨励賞を受賞 
 健康長寿研究について、奈良養生訓にて紹介 
 新型コロナウイルス感染症の影響により新規利用の働きかけは十分に行えなかったが、下記４件の新規利用を受けた。 協会けんぽ奈良支部、東吉野村、厚生労働統計協会、奈良県歯科医師会  中期計画 「健康寿命延伸や医学を基礎とするまちづくり研究等を進展」  令和２年度計画  ・重点研究課題である健康寿命延伸のためのコホート研究（※）の定期的な進捗管理を行う。 ・重点研究課題であるＭＢＴ（※）研究に関する諸事業を企業等と連携し推進するとともに、研究成果の地域への還元及び情報発信を行う。 （※）健康寿命延伸のためのコホート研究：県下全域の多数の住民を対象として、県民の健康長寿を維持さ せる要因を多方面から調査、分析する研究  （※）ＭＢＴ：Medicine-Based Town〈医学を基礎とするまちづくり〉 令和２年度取組 ◇ 研究推進戦略本部会議において、健康長寿大規模コホ－ト研究の定期的な進捗管理のため関係教室による進捗状況報告会を行った。 ◇ 健康長寿大規模コホ－ト研究事業の実施に際し、関係機関との間で、レセプトデ－タ等の提供、取扱いについての協力に関する合意書の締結を行った（葛城市、奈良県後期高齢者医療広域連合会）。 ◇ 下記のとおりＭＢＴ研究に関する諸事業等を実施した。 ＜企業等と連携した積極的な事業の推進＞ 

 月１回ＭＢＴ運営会議を開催し、教員等の情報共有を行った。 
 ＭＢＴコンソ－シアム専門部会（１０部会、５分科会）において、企業との情報交換を行うとともに、連携提案テ－マについては、担当教授と事業化の検討を行った。 
 オゾンガスによる新型コロナウイルスの不活化研究を行い、不活化の確認およびその条件を明らかにした。  
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 新型コロナウイルスの研究について、２００を超える企業から共同研究等の依頼があり、新たな研究成果の創出に向けて活動を行った。 
 企業と連携し、スマートフォンでコロナ患者の見守りを目指した「i-SMART MBT」の研究を開始した。 
 ＭＢＴの研究成果である新型コロナウイルス対策の一つとして、特許出願を行った。 
 柿渋による新型コロナウイルスの不活化研究成果を発表するとともに、ＭＢＴのスキームによる新商品開発に向けた産学連携事業の企業公募を実施した。成果発表時には、２０名を超える報道陣が参加し、その模様は、３０社以上のテレビ局やメディアで取り上げられた。また、産学連携事業には、４８社からの問い合わせがあり、多数の企業との共同開発の研究を行った。 
 北海道での展開を図るため、沼田町や十勝更別市の自治体等と連携活動を展開した。 
 国土交通省の先導的官民連携支援事業に橿原市が採択され、「都市公園における医学分野と連携した新たな利活用可能性調査」として、奈良医大ＭＢＴ研究所等が受託し、調査を開始した。 
 「超音波ガイド下手術」の実現・普及を世界に先駆けて行うため、ＭＢＴ連携企業である医療機器メーカー及び工作機械専業メーカーとタッグを組み「超音波ガイド下手術・手技研究会」を立ち上げた。キックオフの研究会では、Ｗｅｂ会議により新医療機器開発の可能性等について議論した。 
 大学院のＭＢＴ学講座において、見守りシステムの開発等地域の安全・安心に貢献する研究人材の養成を行った。  ＜研究成果の地域への還元及び情報発信＞ 
 新型コロナウイルス感染症対策において、ＭＢＴコンソ－シアム感染症部会を新設し、コロナ対策に関する医学的知識の提供を行うとともに、ＭＢＴコロナウイルス対策企業相談を行った。 
 ＭＢＴ連携企業からオゾン発生装置の寄贈をうけ、贈呈式を行い、法人の広報誌を通じて情報発信をした。 
 世界初の研究成果であるオゾンガスによる新型コロナウイルスの不活化の確認およびその条件について、記者会見を行い、２０名を超えるマスコミの取材依頼があり、テレビ局やメディア（３６社）で取り上げられ、海外からも問い合わせが多数あった。 
 企業と共同研究の成果である、新型コロナウイルス感染症の診療体制を確保するためのプレハブ型外来施設「ＭＢＴ感染症外来ユニット」を開発した。報道発表を行うと、読売新聞で本研究成果が取り上げられた。 
 新型コロナウイルス不活化研究のうち、お茶による新型コロナウイルスの不活化研究成果を発表した。記者会見には２０名を超える報道陣が参加し、２０を超えるメディアで紹介 された。 
 新型コロナウイルスのＭＢＴ研究成果である「ＭＢＴ感染症外来ユニット」が奈良県医師会に設置され、運用を支援した。 
 市内の薬局において定期的に「ＭＢＴからだ測定会」を実施している。ＭＢＴ研究所副所長が地域住民に健康とまちづくりをテーマとして、日ごろから健康づくりを意識し、自分らしく健康的な生活ができるようにアドバイスを行った。 
 ＭＢＴ研究所と橿原市今井町自治会等が主催となり、今井町地元集会所において、ＭＢＴ健康教室を開催した。また、スマートフォン等を用いて自宅からでも参加できるように、オンラインにも対応した。 
 ＭＢＴが提唱する３感染ルート(①接触、②飛沫、③エアロゾル)遮断の方針に基づき、新型コロナウイルス感染対策の指導、事例紹介を行った。 
 日本経済新聞社全国版にＭＢＴ新型コロナウイルス対策企業相談にかかる広告の掲載やＡＣＴ京都創立７周年記念フォーラムといった各種イベント等でＭＢＴの全国的な取組について説明を行った。 
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        （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋     ４．地域に根ざし地域と歩む研究の推進 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 県民健康増進支援センターによる県・市町村及び民間医療機関等の支援の新規件数（累計）の増加 
目標 ２５件 ３０件 ３５件 ４０件 ４５件 ５０件※ 実績 ４５件 ４９件     ※ 第３期期間累計 
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅰ．地域貢献〈診療〉  ５．県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践  ６．病病連携・病診連携の推進   ７．各領域の担い手となる医療人の育成  【項目別評価】 目標項目 地域医療機関との連携・機能分担の推進    評価 ⅣⅣⅣⅣ    中期目標・中期計画の達成に向中期目標・中期計画の達成に向中期目標・中期計画の達成に向中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいるけて順調に進んでいるけて順調に進んでいるけて順調に進んでいる     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 5 県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践 救急医療体制を強化するとともに、奈良県基幹災害拠点病院として、県民を守り地域の安心の確保に貢献 AAAA    6 病病連携・病診連携の推進 地域の医療機関との適切な機能分担と緊密な連携を推進し、地域医療を支える BBBB    7 各領域の担い手となる医療人の育成 質の高い医療を実践できる優秀な医師を確保し、県民が県内で高度な医療が受けられ、地域医療が充実する臨床研究支援体制を確立 AAAA    注目される取組  価値目標５    「県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践」 中期計画 「県内の救急医療に関する諸機関との連携体制の下、重篤な救急患者の受け入れを中心に、県民を守る「最終ディフェンスライン」としての取り組みを実施」  令和２年度計画  ・ｅ－ＭＡＴＣＨを活用した救急コーディネーター事業の確立のため県と協議し、救急隊からの受入照会に対する受入率の向上を図る。 令和２年度取組 ◇ ｅ－ＭＡＴＣＨを活用した救急コーディネーター事業の効率的運用を図るため、搬送に関する基準等を、県主催の「奈良県救急搬送及び医療連携協議会」で協議することを予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により会議が開催されなかった。 ◇ 附属病院救急科主催で同協議会の「搬送に関する部会」を書面により開催し、搬送に関する基準について検討した。  中期計画 「県内医療機関との連携強化と機能分担を推進し、基幹災害拠点病院としての取り組みを実施」  令和２年度計画 ・ＤＭＡＴチームを増加させるため、新たな隊員を養成する。 令和２年度取組 ◇ 新たにＤＭＡＴ隊員を養成するため、附属病院の職員３名(業務調整員１名、看護師２名)が厚生労働省主催のＤＭＡＴ隊員養成研修を受講した。  
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 課題  中期計画 「必要となる糖尿病専門医を育成し、年１名（平均）ずつ資格を得ることを目指す。」  令和２年度計画  ・ネットワーク病院における、かかりつけ医からの紹介患者数を定期的に把握し、進捗状況を全体会議で分析・評価して対策を検討する。 令和２年度取組 ◇令和元年１０月に大学に設置した糖尿病・内分泌内科学講座に、令和２年６月に専任教授を採 用した。同時に附属病院に糖尿病・内分泌内科を新設した。 ◆糖尿病専門医の育成に関しては、令和２年度受験予定であった医師がライフイベントによる休職により、受験が１年延期となった。次年度に向けて、糖尿病診療の魅力の発信、初期研修医の受入、早期学会入会の促進等を進めていくこととした（令和３年度は２名受験予定）。    （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋     ５．県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 中南和地域における重症以上の傷病者搬送事案において医療機関に受入の照会を行った回数４回以上の割合の低下 
目標 ５．７％ ５．２％ ４．７％ ４．２％ ３．７％ ２．７％ 実績 １．８１％ １．９４％     

 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 救急隊からの受入照会に対する受入率の向上※ 目標 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 実績 ９２．６％ ９０．０％     ※ 高度救命救急センター 
 項目 年度 R 元 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 新生児県内受入率及びハイリスク妊婦の県内受入率の向上 

目標 （新生児） １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 実績 ９９．１％ ９９．２％     目標 （ハイリスク妊婦） １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 実績 ９９．６％ ９９．２％     
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項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 災害医療を支えるＤＭＡＴチームの育成 目標 － － １チーム － － ２チーム※ 実績 ２チーム ３チーム     ※ 第３期期間累計 
 ６．病病連携・病診連携の推進 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 高い紹介率の維持 目標 ９３％以上 ９３％以上 ９３％以上 ９３％以上 ９３％以上 ９３％以上 実績 ９３．２％ ９４．９％     
    項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 高い逆紹介率の維持 目標 ８２％以上 ８２％以上 ８２％以上 ８２％以上 ８２％以上 ８２％以上 実績 ９１．９％ １０７．４％     
    項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 糖尿病専門医養成数の増加 目標 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人※ 実績 １人 １人     ※ 第３期期間累計 
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅱ．教育  ８．「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成   ９．教員の教育能力開発と教育全般に関する３６０度評価  １０．学生への支援の推進 １１．学習環境と教育環境の充実  【項目別評価】 目標項目 最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成    評価 ⅢⅢⅢⅢ    中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 8 「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成  知識・技能はもとより、豊かな人間性に基づいた高い倫理観と旺盛な科学的探究心を備え、患者・医療関係者、地域や海外の人々と暖かい心で積極的に交流する医療人の育成 
 臨床実習を強化し、患者安全に関する基本教育、医療者になる自覚の強化、参加型臨床実習への円滑な移行による臨床マインドの育成 BBBB

※１※１※１※１    
9 教員の教育能力開発と教育全般に関する３６０度評価※３ 魅力ある教育を実現するため、学生の参加を推進するとともに、教員の教育能力を向上 BBBB    10 学生への支援の推進 教員・学生間対話を拡大し、学生全体対話の他、個別面談やカウンセリング等の個別対話を拡大 BBBB

※２※２※２※２    11 学習環境と教育環境の充実 豊かな知識と優れた技能、地域貢献の気概を持った国際水準の医療人を育成するために、学習環境と教育環境を改善 BBBB     ※１ 臨床実習を強化し、患者安全に関する基本教育、医療者になる自覚の強化、参加型臨床 実習への円滑な移行による臨床マインドの育成にかかる取組として、高校生を対象とし た医療体験「奈良医大メディカルサマープログラム」や高校訪問による広報活動を計画 していたが、中止となるほか、Post-CC OSCE の本試験が中止となるなど、新型コロナ ウイルス感染症拡大の影響を大きく受けた。 ※２ 学生の自主研究・生涯学習の態度及び研究マインドの育成の支援にかかる取組として、リサ ーチ・クラークシップ等の支援を計画していたが、国内外の施設での研修及び臨床実習に おける国内外の実習施設への派遣が中止となるなど、新型コロナウイルス感染症拡大の影 響を大きく受けた。 ※３ ３６０度評価：学生や評価機構など、立場が異なる複数の評価者が評価する手法・多面 評価 注目される取組  価値目標８    「「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成」 中期計画 「地域基盤型医療教育カリキュラム及び臨床マインド育成カリキュラム並びに看護に係る臨床実習を 最適化」  令和２年度計画 ・参加型臨床実習を促進するため、臨床医学教育あり方部会で臨床講義及び臨床実習のあり方を検討し、具体案を作成する。 
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令和２年度取組 ◇ 参加型臨床実習の促進に関する検討を行う前に、その前課程である統合臨床講義において、モデル・コア・カリキュラム（※）に即した授業の実施を徹底するため、現状の授業内容とモデル・コア・カリキュラムとの突合を行い、現状把握を行うとともに、令和３年度のシラバスにモデル・コア・カリキュラムの番号を明記し、今後、モデル・コア・カリキュラムの重複及び網羅できていない項目を確認することを決定した。 ◇ 臨床医学教育における様々な課題を検討するため、各講座（部門）で中心となってコーディネートする教員をそれぞれ１名選出し、医学部長が任命を行う「教育主任」制度を創設した。   （※）モデル・コア・カリキュラム：各大学が策定するカリキュラムのうち、全大学で共通して取り組む べき「コア」の部分を抽出し、「モデル」として体系的に整理したもの  価値目標９    「教員の教育能力開発と教育全般に関する３６０度評価」 中期計画 「学生の能動的学習を促進するため、「アクティブ・ラーニング」（反転授業（※）、ｅ-ラーニング、小グループ講義、形成的評価（※）、臨床実習の 360度評価）による新しい授業手法を積極的に導入、実施」  （※）反転授業：従来の「授業」と「予習･復習」の位置づけを反転させ、自宅学習として予習を行い、授業 では予習した知識・理解の確認や議論などを行う授業  （※）形成的評価：学習者の教育課程途中における学習成果や教育目標の達成状況を把握し、その後の学 習を促すために行う評価  令和２年度計画 ・統合臨床講義等において、双方向対話型授業支援システムを導入し、教員と学生との双方向対話型授業を推進する。 ・学生の能動的学習を促進するため、医学科の各教育課程における学生の学習能力到達状況の形成的評価を引き続き実施する。 ・看護学科学生の学習到達度向上に向けて、形成的評価の導入や方法を検討する。 令和２年度取組 ◇ 教員と学生の双方向授業を実施するため講義中に教員が、質問に対して指名する学生をランダムに抽出し、質疑応答を容易とする「学生指名システム」を開発し、統合臨床講義で活用している。  ◇ アクティブ・ラーニングを更に促進するため、「基礎医学教育あり方部会」及び「臨床医学教育あり方部会」において反転授業の導入について検討を行い、令和３年度から複数科目で、モデル的に反転授業を実施することを決定した。  ◇ 新型コロナウイルスの影響もあり、５月から Office365 Teamsを整備し、同時双方向型での遠隔授業を積極的に導入した。また、全学生及び教員に「遠隔授業に関する授業評価アンケート」を行い、遠隔授業の利点や求められる授業手法を明らかにした。  ◇ 学生の学習能力到達状況の形成的評価を実施するため、医学科３年次にＢＮＡＴ（基礎医学知識到達度評価試験）を、医学科５年次にＣＮＡＴ（５年次臨床医学能力到達度評価試験）を実施した。また、全学生に６０％以上の学生が正解している問題の明示や解説も作成し配布するなど、フィードバックを行った。  ◇ 低年次での専門基礎科目に対する理解度をはかるため、２年次を対象にした模擬試験を実施した。また、学生のアクティブ・ラーニング用のツールとして全学年が利用できる国家試験対策のｅ-ラーニングシステムを令和３年度から導入することを決定した。  
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課題  中期計画 「「良き医療人」の資質を持った受験生を増加させるため、高校と連携を密にした広報活動等を展開」  令和２年度計画  ・受験生への案内を充実するため、学生の意見を反映した大学案内を作成する。 ・「良き医療人」の資質を持ち、将来、奈良県の地域医療に貢献する医師となり得る受験生を求めるため、高校生のための医療体験プログラムを教育開発センター、臨床研修センター及び附属病院の各施設と連携し引き続き実施する。 ・高校生を対象とした看護学科の｢模擬講義｣｢出前講義｣を実施する。 ・本学看護学科の入学生が多い出身高校を中心に高校訪問を実施し、より積極的な広報活動を行う。 ・看護学科及び看護学研究科の志願者数の増加を目指し、特色ある教育内容等を紹介するホームページを開設し運用する。 令和２年度取組 ◇令和元年度の看護学科オープンキャンパス参加者への大学案内アンケート及びキャンパスミー ティングで聴取した本学学生の意見（カリキュラムの詳細が知りたい、卒業生の就職先が知り たい等）を踏まえ、大学案内２０２１を作成した。 ◇県立高田高校に出向き、教員が講義を実施した。 ◇３つの強み（充実した実習、医学看護学合同教育科目、フォローアップ「アドバイザー制 度」）に焦点を当てたホームページを開設し、令和２年４月から運用した。 ◆新型コロナウイルス感染拡大の影響により、医学科において、高校生を対象とした医療体験「奈良医大メディカルサマープログラム」（令和元年度から実施）の開催を中止した。 ◆新型コロナウイルス感染症拡大の影響により高校訪問による広報活動は中止した。   中期計画 「地域基盤型医療教育カリキュラム及び臨床マインド育成カリキュラム並びに看護に係る臨床実習を最適化」 「良き医療人育成のために医療人としての教養教育を充実」  令和２年度計画  ・シミュレーション教育を推進するため、臨床手技実習及び臨床実習においてスキルスラボ（※）の活用を促進する。 ・参加型臨床実習を促進するため、臨床医学教育あり方部会で臨床講義及び臨床実習のあり方を検討し、具体案を作成する。 ・文部科学省承認済みの米国式医学教育プログラムであるハワイ医学教育プログラム（ＨＭＥＰ）を引き続き実施し、ハワイ（米国）式の Clerkship（学生参加型実習）を学生に体験させる。 ・医療人としての教養教育を充実させるため、良き医療人育成プログラムにおいて医師・患者関係学を臨床実習で本格的に導入する。 令和２年度取組 ◇ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、９月４日までは患者接触型臨床実習を禁止としたため、スキルスラボのシミュレーターを活用した実習を積極的に検討するよう各教室に周知を行った。 ◇ 臨床手技実習については、当初計画ではスキルスラボを活用した実習を予定していたが、三密の回避が困難なこと等の事由により、臨床医が模範手技を行っているビデオを作成し、Office365の Streamにアップロードするオンデマンド型の授業形態で実施した。  （※）スキルスラボ：シミュレーター等を用いて医療知識や医療技術の習得を図るための施設 
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 ◇ ハワイ医学教育プログラム（ＨＭＥＰ）の継続を決定し、本プログラムへの参加募集を行った結果、新たに３６名の学生が参加し、合計の参加学生数は８２名となった。また、本プログラムによる診療参加型臨床実習（ＨＭＥＰＣＣ）の受講について、選考の結果、１名の学生の参加が決定していたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、中止となった。令和３年度の本プログラムによる診療参加型臨床実習の参加学生を公募し、１名を選考した。 ◇ 呼吸器及び血液内科の５年次の臨床実習（２週間）で医師・患者関係学を本格的に実施した。  また、令和３年度の６年次の臨床実習（４・８週間）においても、医師・患者関係学を実施す ることを決定した。 ◆ Post-CC OSCE（※）については、新型コロナウイルスの感染症拡大に伴い、本試験を中止とし た。 （※）Post-CC OSCE（OSCE:Objective Structured Clinical Examination）：臨床実習終了後（6 年生時）に実施する 客観的臨床能力試験   中期計画 「学生の自主研究・生涯学習の態度及び研究マインドの育成を支援」  令和２年度計画  ・学部生の自主的研究活動を奨励するために、学会発表の旅費助成や研究活動学内発表会を実施する。また、研究指導を行う講座に対して学生研究活動費を助成する。 ・研究医を目指す学生を確保するために、研究医養成コースの奨学金の内容を見直す。 ・リサーチ・クラークシップに係る海外を含めた学外実習施設への学生派遣を継続させることを目的として、実習施設を確保するために要する費用の助成を継続して実施する。 ・海外でのリサーチ･クラークシップを継続的に実施するため、海外実習施設を確保する。 ・海外での臨床実習を充実させるため、ハワイ大学医学部が提供し、文部科学省承認済みの米国式医学教育プログラムであるハワイ医学教育プログラムを引き続き実施する。 ・リサーチ・クラークシップ旅費助成をはじめとした国内海外旅行等助成と、臨床実習における、国内海外実習施設への旅費助成を実施する。 令和２年度取組 ◇ 研究指導を行う講座に対し、学生研究活動費助成について周知した。新型コロナウイルス感染拡大の影響により、学生への助成実績はなかった。 ◇ 研究医養成コース受講者や学部研究生を対象にアンケートを実施し、現行の２０万円よりも安価な奨学金額の設定（１０万円、５万円）をするとともに、規程の改正も行った。 ◇ 海外での臨床実習を充実させるため、ハワイ医学教育プログラムの継続を決定し、本プログラムへの参加募集を行った結果、新たに３６名の学生が参加し、合計の参加学生数は８２名となった。 ◆ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和２年度のリサーチ・クラークシップについて は、海外を含めた学外実習施設への派遣を中止とし、代替措置として学内で実施したため、実 習施設を確保するために要する費用の助成も中止した。  ◆ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和２年度のリサーチ・クラークシップについて は、海外実習施設への派遣を中止した。  ◆ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、リサーチ・クラークシップをはじめとした国内外の施設での研修及び臨床実習等を中止した。  
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 （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋     ８．「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 
医師・看護師・保健師・助産師の現役卒業生の国家試験合格率の向上 

目標 (医師) 国公立大学 トップ１０ 国公立大学 トップ１０ 国公立大学 トップ１０ 国公立大学 トップ１０ 国公立大学 トップ１０ 国公立大学 トップ１０ 実績 ７位 ４２位     目標 (看護師) １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 実績 ９５．２％ １００％     目標 (保健師) １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 実績 １００％ １００％     目標 (助産師) １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 実績 １００％ １００％     
 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 「良き医療人」育成にかかる教養・基礎・臨床・看護各分野におけるカリキュラムの最適化 ① CBT※１合格率の向上 ② Ｐｏｓｔ－ＣＣ ＯＳＣＥ※２合格率の維持 ③ 看護技術項目到達度ﾁｪｯｸﾘｽﾄの到達度平均の向上 

目標① ９３％ ９３．４％ ９３．８％ ９４．２％ ９４．６％ ９５％ 実績 ９９％ ９９％     目標② １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 
実績 １００％ 新型コロナウイルスの感染症拡大に伴い、本試験を中止     

目標③ 平均９０％以上 平均９０％以上 平均９０％以上 平均９０％以上 平均９０％以上 平均９０％以上 実績 ８３．６％ ８２．７％     ※１ ＣＢＴ（Computer Based Testing）：臨床実習開始前（4 年生時）に実施する共用試験  ※２ Post-CC OSCE（OSCE:Objective Structured Clinical Examination）：臨床実習終了後（6 年生時）に実施する客観的臨床能力試験 
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅲ．研究  １２．最善の医療に貢献する最先端の研究の実施  １３．横連携・他分野連携の推進 １４．研究推進体制の適正化と強化  【項目別評価】 目標項目 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施    評価 ⅤⅤⅤⅤ    中期目標・中期計画の達成に向中期目標・中期計画の達成に向中期目標・中期計画の達成に向中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行状況にあるけて特筆すべき進行状況にあるけて特筆すべき進行状況にあるけて特筆すべき進行状況にある     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 12 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 研究の成果を患者の最善の医療に活かし、県民の健康増進を図るとともに、最先端の研究の実施により医学の進歩に貢献 SSSS    13 横連携・他分野連携の推進 講座、領域単位の専門分野の研究に加え、枠組みを超えて連携した研究を推進 SSSS    14 研究推進体制の適正化と強化 若手研究者や女性研究者の育成や研究推進体制の強化による研究の促進 AAAA    注目される取組  価値目標１２    「最善の医療に貢献する最先端の研究の実施」 中期計画 「研究総合力を増強」「がん、脳卒中、心筋梗塞等に貢献する重点研究を推進」 「臨床研究の支援体制を強化」  令和２年度計画  ・法人の研究総合力の充実に関する課題について、本学の研究力に関する到達のため行動計画の実現に向け諸施策を実施する。 ・重点研究課題である血栓止血の制御に関する研究及び画像下での低侵襲医療（※）に関する研究について、定期的に進捗管理を行う。 ・研究に関する支援を行うため、臨床研究の研究倫理講習会等を開催する。  （※）低侵襲医療：手術・検査などに伴う痛みや発熱、出血などをできるだけ少なくし、身体に対する侵襲 度が低い内視鏡やカテーテルなどを用いた診断・治療を指す 令和２年度取組 ◇ 法人の研究総合力の向上のため、総合研究棟又は大学共同研究施設に整備する共通研究機器の導入について、教育的意義、研究の広がり、必要性、運用体制、人員、予算、スペース等を、委員会等で総合的に議論、検討を行った。 ◇ 法人の研究支援体制を強化するため、令和２年４月に研究の入口段階から出口段階までを包括支援する先端医学研究支援機構を新設し、その構成として医学研究支援センター、産学官連携推進センターに加え、研究力向上支援センターを新設した。 ◇ 研究力向上支援センターに、研究の入口支援として、研究計画の立案や外部資金の獲得を専門的に支援するＵＲＡ(※)１名を配置した。 （※）University Research Administrator（リサーチアドミニストレーター）：研究活動を効果的 ・効率的に進めていくために、プロジェクトの企画・運営、知的財産の管理・運用等の研究支援 業務を行う人材 
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 ◇ 研究支援の中核を担う医学研究支援センターに、研究の技術支援や研究機器の維持管理等の役割を担う専門技術職員 1名を配置した。 ◇ 研究の出口戦略として産学官連携推進センターに産学官連携コーディネーター１名を配置し、令和３年度より更に 1名追加することを決定した。 ◇ 重点研究課題である血栓止血の制御に関する研究及び画像下での低侵襲医療に関する研究について、血栓止血センター運営委員会やＩＶＲ（※）研究センター運営委員会で進捗状況を報告し、研究推進戦略本部会議において定期的な進捗管理を行った。 ◇ 研究倫理講習会について、新型コロナウイルス拡散防止対策として講義形式から学内Ｗｅｂ上へ変更し、動画配信により講習会を行った（計１,３５３人）。 ◇ 研究に関する支援のため臨床研究に関するセミナーを開催した（１８回・１９９名）。 （※）ＩＶＲ（Interventional Radiology）：エックス線透視像やＣＴ像、超音波像を観察しながら体 内に細い管を入れて病気を治す新しい治療法で、「画像下治療」とも呼ばれる。   価値目標１３    「横連携・他分野連携の推進」 中期計画 「横断的共同研究の取り組みを推進」 「産学官連携、研究支援機能の強化と大学共同研究機能を充実」 「研究者情報データベース活用等による研究業績を見える化」  令和２年度計画  ・学内における共同研究及び他機関との共同研究等、横断的共同研究の助成を行い、研究連携活動を活性化させる。 ・各種展示会に本学研究シーズを出展し、産学官連携を推進する。 ・リサーチアドミニストレーターを配置し、研究支援の体制を整える。 ・大学共同研究施設において研究者が共用できる環境づくりを進める。 ・研究者情報データベースへの研究業績等の入力を促し、本学の研究者の業績データを更新・蓄積する。 令和２年度取組 ◇ 学内の横断的研究を促進させるため、横断的共同研究助成事業の募集を行い、研究推進戦略本部会議での選考のうえ、助成対象者を決定した(採択１件)。 ◇ 横断的研究助成事業において、研究が終了した課題について成果発表会を開催した。 ◇ 奈良先端科学技術大学院大学との共同研究を発展させるため、共同研究助成を行うとともに、学内連携活性化委員会において、より良い連携が進むよう議論の整理・検討を行った。また、令和２年９月に奈良先端科学技術大学院大学で連携活性化委員会を開催し、今後の活動内容等について議論を行った。令和元年度及び令和２年度分の共同研究助成者の成果発表を２回実施し、進捗の確認を行った。また、報告会終了後、連携活性化委員会を開催し、翌年度の共同研究助成者を決定した。 ◇ 令和２年度のシーズ集を作成、ホームページに掲載し、本学のシーズを広く広報した。 ◇ 研究力向上支援センターに、研究の入口支援として、研究計画の立案や外部資金の獲得を専門的に支援するＵＲＡ１名を配置した。 ◇ 研究者の研究力向上に資する情報提供として、ニュ－スレタ－（３回）の発行、学内ホームページの整備、科研費ニュース【Go for it! KAKEN】の配信（９回）及び「科研費獲得の虎ノ巻」を発行し、全教員に配布した。 ◇ 新しく国際的に活躍している若手の研究者を広く学外にも紹介するため大学ホームページへの「若きトップサイエンティストの挑戦（リサーチストーリー）」（３回）の掲載やこれから科研費獲得に向けて挑戦する研究者にとってヒントになるように学内ホームページへ「科研費サクセスストーリー」の掲載を開始した。  
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        （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋     １２．最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) PubMed※１対象の英文学術論文数（累計）の増加 目標 ４００件 ８００件 １，２００件 １，６００件 ２，０００件 ２，４００件※２ 実績 ６５１件 １，３８３件     ※１ PubMed：アメリカ国立医学図書館内の国立生物科学情報センター（ＮＣＢＩ）が運営する医学・生物学分野の学術論文検索サービス ※２ 第３期期間累計  １３．横連携・他分野連携の推進 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 民間企業や他学部との共同研究件数（累計）の増加 目標 ３０件 ６５件 １００件 １３５件 １７０件 ２００件※ 実績 ５４件 １０５件     ※ 第３期期間累計  １４．研究推進体制の適正化と強化 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 研究推進体制の適正化と強化の推進 ① 文部科学省科研費採択件数 （新規＋継続）の増加 ② 研究活動不正防止研修受講者数（累計）の増加 
目標① ２０８件 ２０８件 ２０９件 ２１０件 ２１１件 ２１２件 実績 ２２２件 ２３２件     目標② １，２００人 １，３００人 １，４００人 １，５００人 １，６００人 １，７００人※ 実績 １，３６８人 １，５１８人     ※ 第３期期間累計  

 ◇ 研究施設の共用備品についてより良い研究環境向上のため各研究者から希望する備品について調書の提出を求めた。各研究者から要望のあった研究備品について希望した研究者と先端医学研究支援機構長とヒアリングを行い、必要備品について検討を行い、マウス給排気型飼育ラック等６台の機器を購入した。 ◇ 大学共同研究施設において研究者が容易に機器の利用状況を把握出来るよう共用研究機器の予約システム「研究機器予約＆情報シェアサイト」を構築した。 ◇ 研究者ごとの論文業績等研究データの蓄積のため、研究者情報データベースへの更新を促し、３８名が更新した。  
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 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 若手研究者・女性研究者の支援 ① 若手研究採択件数（新規＋継続）の増加 ② 女性研究者数（医学科女性教員割合）の増加 
目標① ４５件 ４６件 ４７件 ４８件 ４９件 ５０件 実績 ６９件 ９１件     目標② １７．５％ １８．０％ １８．５％ １９．０％ １９．５％ ２０．０％ 実績 １９．４％ １９．８％      
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅳ．診療  １５．県内基幹病院としての機能の充実  １６．患者満足の一層の向上 １７．安全な医療体制の確立  【項目別評価】 目標項目 安全で安心できる最善の医療の提供    評価 ⅢⅢⅢⅢ    中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 15 県内基幹病院としての機能の充実  県内唯一の特定機能病院として、高度医療・先端医療を推進 
 県中南部の拠点となる高度医療拠点病院としての役割を担うための診療、人材及び機能の充実 BBBB

※１※１※１※１    16 患者満足の一層の向上 医療人のホスピタリティマインド醸成や患者の意見及び要望を適切に反映することにより、患者の診療に対する満足度を維持 AAAA

※２※２※２※２    17 安全な医療体制の確立 県内医療機関による安全で透明性が高く、県民から信頼される医療の提供 BBBB        ※１ 県内唯一の特定機能病院として、高度医療・先端医療を推進するための取組として、肝 炎医療コーディネーターを県内へ広く養成することを計画していたが、肝炎医療コーデ ィネーターを養成するための研修会が中止となるなど、新型コロナウイルス感染症拡大 の影響を大きく受けた。 ※２ 医療人のホスピタリティマインド醸成や患者の意見及び要望を適切に反映することによ り、患者の診療に対する満足度を維持するための取組として、コミュニケーション研修 を計画していたが、対面での開催を中止し、Ｗeb 形式及びＤＶＤ貸し出し方式で実施 するなど、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受けた。  注目される取組  価値目標１６   「患者満足の一層の向上」 中期計画 「患者ニーズの把握及び職員の意識改善に努め、提供する医療の質を向上」  令和２年度計画  ・必要に応じてアンケート項目の追加・見直しを行いつつ、回収率の向上に努め、患者満足度調査を継続することで、病院に対する患者の評価・ニーズを把握のうえ、改善策を検討する。 令和２年度取組 ◇ 患者満足度調査をアンケート方式により実施した。患者満足度調査の結果については、病院経営・運営会議、病院運営協議会、定例医局長会議、外来医長会議、病棟医長・師長会議で報告した。 ◇ 外来 1 階には総合案内を設置し、患者からの問い合わせや受診に関する案内、院内施設への誘導等に対応していたが、２階の案内は十分でなかったため、令和３年１月から２階外来待合にコンシェルジュを配置し、1人 1人の患者に目の行き届く案内サービスを開始した。   
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 ◇ 新型コロナウイルス感染防止等のため、以下の取組を実施した。 
 診察待ちや受付順番待ちの患者が一定の間隔を空けられるように待合椅子に使用不可を表示したり、床に一定間隔を表すテーピングを施した。 
 会計や調剤の進捗状況が確認できる表示板を３カ所増設した。 
 患者のスマートフォン等でＱＲコードを読みとることで、院外、院内を問わず、どこで待っていても会計や調剤の進捗状況が確認できるシステムの運用を開始。また、同システムの利用啓発のためチラシを作成し、院内各所に掲示又は配布するとともにフロア案内による口頭案内も実施。 
 院内で薬を受け取る外来患者の数が全体の約半分であることを踏まえ薬の受取が不要な患者が会計精算後、すぐに帰れるよう南出入口付近に自動精算機を 1 台増設した。 
 患者のスマートフォン等で受付票のＱＲコードを読み取ることで、院外、院内を問わず、どこで待っていても各外来の呼出状況が確認できるシステムの利用拡大のためチラシを作成し、外来で配布するとともに、専用ブース２ヶ所に説明員を配置し、患者への取扱説明を実施。令和３年 1月からは、上記コンシェルジュが患者への取扱説明を継続して実施。 
 新型コロナウイルス感染症感染拡大で来院に不安を感じる外来患者に対応するため再診患者に対する電話診療を導入（令和２年４月２１日～令和３年３月３１日 ４,６９９件実施）。 
 令和２年４月病院玄関で入館者の検温・手指消毒を開始。令和３年１月から手指衛生の徹底のため病院玄関に加え外来診療科を中心に病院各所に消毒剤入りスプレーを配置した。 ◇ 案内業務の充実と質の向上のため、以下の取組を実施した。 
 案内冊子「入院のご案内」（内容：患者への説明、フロアマップ）を更新。令和２年１０月から配布を開始した。  
 医事委託業者がフロア案内担当社員対象の接遇研修を実施。実地及び講義形式で実施（参加者１５名）。 
 医事委託業者が主催で社員対象の個人情報保護研修を実施（参加者計２０３名。未参加６９名へは資料配付済み）し、個人情報洗い出しシートを全スタッフが提出した（２７２名） ◇ 外来２階の廊下、各診療科受付周りの床、壁の内装改修、天井照明の更新（ＬＥＤ化）を行った。  
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課題  中期計画 「肝炎医療コーディネーターを養成」  令和２年度計画  ・全国的に下位にある本県の肝炎ウイルス検査受診率の向上と肝炎ウイルス検査陽性者に対する専門医療機関への受診勧奨のため、県民への啓発に直接携わる肝炎医療コーディネーターを県内で広く養成する。 令和２年度取組 ◇肝炎医療コーディネーターや医療従事者を対象とした「日本肝炎学会医療コーディネーター研 修会」及び院内の医療従事者を対象とした「手術前検査等肝炎検査陽性者院内拾い上げ研修 会」を開催した。 ◇肝炎検査啓発リーフレット「肝炎ウイルス検査を受けましょう」を作成し、県内医療機関、市 町村、保健センター等に配布するとともに、令和２年９月から１ヶ月間「市民公開講座肝臓病 を克服する（Ｗｅｂ版）」を奈良県肝疾患相談センターのホームページで公開した。 ◆令和２年度の肝炎医療コーディネーター養成研修会は、新型コロナウイルス感染症の感染状況 を鑑み、中止した。  中期計画 「県内基幹病院として求められる機能を発揮するため、臨床指標を通じた医療の質の向上、熟練した 技術と知識を有する人材の養成及び将来の医療ニーズを踏まえた病院施設整備の取り組みを推進」 令和２年度計画  ・認定看護師の資格取得者を増加させるため、意向調査や情報提供を行う。 令和２年度取組 ◇キャリア開発の動機付けを図るため、認定看護師の実践活動報告会を予定していたが、新型コ ロナウイルス感染拡大防止の観点から中止とした。    ◇認定看護師教育課程（クリティカルケア）受講希望者２名が、令和３年度の受講試験に合格し た。 ◇各所属の師長による所属看護師への意向調査により、今後、認定看護師を志す９名を発掘でき た。 ◇「認定看護師と共に看護を実践しよう！」の体験型研修に２名の応募者があり、１名は摂食嚥 下障害看護領域の研修を令和３年３月に２日間実施した（残りの 1名は令和３年５月に実 施）。 ◆認定看護師の資格取得者は令和元年度から３名増加の累計４名となり、目標（令和元年度か  らの累積６名増加）を達成できなかった。  
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    （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について実現目標の実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋     １５．県内基幹病院としての機能の充実 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 低侵襲手術、高精度放射線治療、精密治療としての薬物療法等を含めた質の高いがん治療実施比率の向上 
目標 ５２．０％ ５３．０％ ５４．０％ ５６．０％ ５８．０％ ６０．０％ 実績 ５２．８％ ５５．３％      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 肝炎医療コーディネーター養成数 目標 ３０人 ６０人 ９０人 １２０人 １５０人 １８０人※ 実績 ５０人 ５０人     ※ 第３期期間累計  項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 臨床指標（クリニカルインディケーター）の改善  目標 改善が必要と判断した項目の 50%以上の項目を改善 

改善が必要と判断した項目の 50%以上の項目を改善 
改善が必要と判断した項目の 50%以上の項目を改善 

改善が必要と判断した項目の 50%以上の項目を改善 
改善が必要と判断した項目の 50%以上の項目を改善 改善が必要と判断した項目の 50%以上の項目を改善 実績 １００％改善（３／３項目） ５０％改善 （１／２項目）      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 認定看護師等の増加 目標 ３人 ６人 ９人 １１人 １３人 １５人※ 実績 １人 ４人     ※ 第３期期間累計   １６．患者満足の一層の向上 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 (目標) 患者満足度調査において「非常に満足」「満足」と回答した割合の維持 

目標（外来） ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 実績 ９６．１％ ９７．３％     目標（入院） ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 ９０％ 以上 実績 ９７．２％ ９７．４％         
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項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 患者満足度調査において診察の待ち時間について「不満」「やや不満」と回答した割合の維持 目標 ３０％以下 ３０％以下 ３０％以下 ３０％以下 ３０％以下 ３０％以下 実績 ３０．４％ １８．３％      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) ホスピタリティマインド醸成研修受講者アンケートにおいて「業務に活用できる」「研修内容を理解できた」と回答した割合の向上 
目標 ５７％ ５９％ ６１％ ６３％ ６４％ ６５％ 実績 ５８％ ５１％       １７．安全な医療体制の確立 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 患者安全対策提案数の増加 目標 ３件 ６件 ９件 １２件 １５件 １８件※ 実績 ３件 ６件     ※ 第３期期間累計  
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項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価及び価値目標項目別評価                                                                                                                                                                                            Ⅴ．法人運営  １８．ガバナンス体制の確立   １９．医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底による持続可能な経営基盤の確立 ２０．働き方改革の推進  ２１．医療人としての人材育成  【項目別評価】 目標項目 持続可能で安定的な法人運営    評価 ⅣⅣⅣⅣ    中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる     【価値目標項目別評価】 価値目標項目 評価 18 ガバナンス体制の確立 理事長の下、全教職員のコンプライアンスの徹底を図り、責任所在の明確化と合理性を徹底したガバナンス体制の構築 BBBB

※※※※
    19 医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底による持続可能な経営基盤の確立 公立医療機関として率先して医療費適正化を推進するとともに、教育・研究・診療を安定的に提供するための持続可能な経営基盤を確立 AAAA    

20 働き方改革の推進  「働いて良し」を実現するために、働き方改革を推進し、人を引きつける魅力ある職場づくりを推進 
 障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会の実現を目指して、障害のある人が、自分の能力が発揮できる仕事に就くことができ、安心して働き続けることができる組織の確立 SSSS    

21 医療人としての人材育成  法人の全教職員を医療人と考え、知識・技能はもとより豊かな人間性を重視した「良き医療人」を体系的・統一的かつ生涯にわたり教育を実施 
 法人職員の統計リテラシー醸成を図り、法人の各種データの収集・分析、改善策の提案を行うことによって、安定的な運営基盤を確立 BBBB        ※中期計画で予定していた取組のほか、新型コロナウイルス感染症への対応のため、理事長 を本部長とする新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、組織体制を整備することで、 情報の収集と発信の一本化、指揮命令系統の確立を図り、簡潔な議論と迅速な決定を行っ た。 注目される取組  価値目標２０   「働き方改革の推進」 中期計画 「全教職員が働きやすい魅力ある職場環境づくりに向けた働き方改革を推進し、職員満足度を向上」  令和２年度計画  ・医師の働き方改革に対応するため、働き方改革推進委員会に医師を参画させ、院内の共通ルールを作成するとともに各診療科の実態に即した検討および取り組みを実施する。   
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 ・男性の育休取得率向上のため、非正規職員が取得できる育児休業期間の延長等を検討する。 ・柔軟な勤務形態の確立及び業務の効率化を図り、年次有給休暇の取得推進・超過勤務を縮減する。 ・看護師の業務負担の軽減を図り、働きやすい職場環境を整備し、看護師の離職率を低減させる。 令和２年度取組 ◇ 働き方改革推進委員会において医師の時間外上限規制、タスクシフティングについて検討を行い、現状と今後の方針について整理を行った。  ◇ 出産関連の手当を申請する職員に対し制度の周知を行った。男性職員の育休取得率は昨年度５.７％から１３.９％に増加した。 ◇ 各職種別ワーキンググループにおいて業務見直しおよび勤務形態の再検討に向けた取組を開始した。また、病院の働き方改革プロジェクトにおいて年次有給休暇取得に向けた取組を実施した。 ◇ 各職員に対し、年次有給休暇の付与日数および取得義務がある日数・期間について個別通知を発出し、義務期間中に義務日数以上の年次有給休暇を取得するよう働きかけを行った。休暇取得日数は昨年度６.４日から７.８日に増加した。 ◇ 超過勤務命令の法令上限および３６協定の遵守徹底等を含めた勤務時間管理の適正化について、各所属長に対し通知を発出した。看護師・医療技術職・事務職の超過勤務時間数は大幅に縮減した。  ◇ 看護職ワーキンググループにおいて業務見直しに向けた取組みを実施した。    

    （参考）（参考）（参考）（参考）【【【【実現目標項目の実績について実現目標項目の実績について実現目標項目の実績について実現目標項目の実績について】】】】    ※数値目標のみ抜粋     １９．医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底による持続可能な経営基盤の確立 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 繰越欠損金の縮減 目標 中期予算以上の収支改善を図る H29 実績より縮減 （参考） ２，７７６ 百万円 ２，９０４ 百万円 ２，８８９ 百万円 ２，８６６ 百万円 ２，５３９ 百万円 ２，２７１ 百万円 実績 ３，００２ 百万円 ２，０７４ 百万円     

課題  中期計画 「法人の全教職員を医療人と考え、知識・技能はもとより豊かな人間性を重視した「良き医療人」を体系的・統一的かつ生涯にわたり教育を実施」  令和２年度計画  ・将来を見据えた戦略の下、教育開発センター、臨床研修センターおよび看護実践・キャリア支援センターの統合に向けた検討を進める。 令和２年度取組 ◇「良き医療人」育成組織の設置に向け以下の取組を実施した。     ・組織編成・運営に向けた関係者会議を令和２年１１月に開催した。  ・組織の長となる医学部長を中心に「良き医療人」育成の理論を検討し、その結果を令和３年 ２月開催の医大の将来像実現推進会議において知事に説明した。  ・組織を設置するための規程類を整備し、令和３年４月に「医療人育成機構」の設置を決定し た。 ◆令和元年度中に医療人育成機構の設置を達成する計画であったが、１年遅れての設置となっ た。  
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 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 未来への飛躍基金寄附実績（累計）の増加  目標 ７億円 ７．６億円 ８．２億円 ８．８億円 ９．４億円 １０億円 実績 ８．８億円 ９．７億円      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 (目標) 院内処方の影響を除いた医業収益に対する医薬品比率、診療材料費比率の維持 
目標 （医薬品） 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 実績 ２３．４％ （最下位） ２４．１％ （最下位）     目標 （診療材料費） 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 公立医科系大学最低を維持 実績 ３７．１％ （最下位） ３８．３％ （最下位）      項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 (目標) 院内処方の影響を除いた医業収益に対する労務系委託費＋給与費合計比率の抑制  目標 公立医科系大学の平均以下 （５０．０％） 公立医科系大学の平均以下 （４８．６％） 公立医科系大学の平均以下 公立医科系大学の平均以下 公立医科系大学の平均以下 公立医科系大学の平均以下 実績 ５１．１％ ５０．２％     

 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 後発医薬品の使用割合（数量ベース）の増加 目標 ６０％ ７０％ ８０％ ８０％以上 ８０％以上 ８０％以上 実績 ５７％ ７１％     
 

 ２０．働き方改革の推進 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 教職員を対象とする「ワークライフバランスに関するアンケート」の項目における満足度の向上 
目標 満足度調査 対前年度比＋１％ 対前年度比＋１％ 対前年度比＋１％ 対前年度比＋１％ 対前年度比＋１％ 実績 満足度調査実施 （２月） 対前年比 ＋６．５％ （満足＋やや満足 42.1%）     

 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 休暇取得日数の増加 目標 ５．０日 ５．５日 ６．０日 ６．５日 ７．０日 ７．５日 実績 ６．４日 ７．８日     
 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 男性の育休取得率の増加 目標 ５％ ６％ ７％ ８％ １０％ １３％ 実績 ５．７％ １３．９％     
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 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 
超過勤務の縮減 

目標 職種別１人当たり対前年度超過勤務時間数 －１％ 
職種別１人当たり対前年度超過勤務時間数 －１％ 

職種別１人当たり対前年度超過勤務時間数 －１％ 
職種別１人当たり対前年度超過勤務時間数 －１％ 

職種別１人当たり対前年度超過勤務時間数 －１％ 職種別１人当たり対前年度超過勤務時間数 －１％ 実績 看護職 前年 △０．４％ （１０３.５時間） 看護職 前年 △１５．９％ （８７.１時間）     実績 医療技術職前年 △１．６％（１７５.９時間） 医療技術職前年 △２０．９％ （１３９.２時間）     実績 事務職 前年 ＋１９．３％（２２３.５時間） 事務職 前年 △１０．２％（２００.７時間）     
 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 女性医師数（週5日勤務）の増加 目標 １２５人 １２８人 １３１人 １３４人 １３７人 １４０人 実績 １２８人 １３４人     
 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 (目標) 
看護師の在職率の維持 目標 全国平均 離職率の －１％ 全国平均 離職率の －１％ 全国平均 離職率の －１％ 全国平均 離職率の －１％ 全国平均 離職率の －１％ 全国平均 離職率の －１％ 実績 全国平均 離職率の －２％ 法人の離職率 ８．７％ 全国平均 １０．７％ 

全国平均 離職率の －４．２％ 法人の離職率 ７．３％  全国平均 １１．５％     
※本項目については、項目名を「看護師の在職率の維持」としているが、実績は「離職率」を採用している。 
 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 復職支援カリキュラムの満足度の向上 目標 ６０％ 実績 ７５％ （９／１２） ７１％ （１５／２１）     
 項目 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度(目標) 障害者雇用率の向上 目標 ２．７７％ ２．７８％ ２．７９％ ２．８０％ ２．８１％ ２．８２％ 実績 ３．２８％ ３．２１％     
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奈良県公立大学法人奈良県立医科大学評価委員会 委員名簿 氏名 役職等 今中 雄一 国立大学法人京都大学大学院医学研究科 医療経済学分野 教授 ◎垣内 喜代三 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 名誉教授 竹田 幸博 一般社団法人 日本呼吸器学会 事務局長 任 和子 国立大学法人京都大学大学院医学研究科 生活習慣病看護学分野 教授 堀 正二 地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長 （五十音順 敬称略 ◎は委員長）   


